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の
君
子
幽

振
へ
や
日
本
少
年
囲

亡

一
コ
、
八
両
玲
瀧
吉
戯
士
の
山

八
重
の
か
ず
み
の
奥
に
立
ち

も

千
古
の
雲
を
い
た
だ
き
て

自
然
の
姿
い
や
濡
し

飾
ら
ぬ
面
の
氣
高
さ
ょ

と
狼
へ
や
日
本
少
年
圏

鐘

Ｒ〆

←

!）

□切⑫
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３少年團歌

葛原、iii作職
山田耕作作Iul｢1.勝ノ速サ

i彗匡}三j襄蓑篝=’
〃刊（Ｆ参＝１

iヨニＥ三三５１＝己ゴ 。
戸

ご』￣､，蔭介疹ｒＺ＞）
１人ナハカホルーヨハーナノーカ二

臼

２喪江こびらを－てみ－きば－めよ－－

′

-円
～ソレー

｡、 ￣

ヒーハカブノ．ヤクーヨーヒーノーヒー力

み－〃そばだて－て一き－皆一た－だ

り
ぜ

‘Ａ』1.1,ｿﾞト

壷竺三二三眉奎言逹三三
(莞;－告）

イノ

ﾉ

辺

ワレラニメィヨーノオニモーキアーリ

われＤにふ/ごん－の『/じゆん－ぴあ－リ

鑿二
軒、

圭麩;二三筐，三已二宰但幸二＝Ｉ戸←

ゴ 甲｢＆ －９

￣

Qノ"
￣こり

チリ力

あしに

カリカア

ミろにあ

力
て

アーーメイヨ

あ－－じゆんぴ

こ
こ

奪三j菫雲三二i三室皀 蓮Ｉ蕊； 厚|羊戸＝ 厚

メイヨメイヨオ毛キゾメイヨフレフレフレセウイ､ンダン

ビゆんブＣゆんぴかたきぞどゆんぴふh』ふれふれぜうれんだん

戈

汀

P￣

、△ロ

〆Ｉ１１「
－

０１弓

四

一
一

ン
ん

キ
ゐ メイ

ビo｣ん

ヨシ､－オモ

ぴぞ－力聾た

キ
べ
き
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「
ノ
レ
フ
し
「
ノ
ン

少
年
圃
貝
名
器
ぞ
重
き
。

名
辮
、
名
懇
。

戴
き
ぞ
、
名
譽
。

我
ら
に
名
粋
の
重
き
あ
り
可

燕
Ｊ
か
光
り
か
、
あ
上
名
零
。

花
は
薫
る
よ
、
花
の
香
に
、

日
は
輝
く
よ
、
日
の
光
。

少
年
團
歌

〔－）
弓目

~～〆、 〆￣、ニヘニヘヅベーヘハーヘハーヘジ､￣べ￣､-グミ へ＝面凸へ－ヘンベニヘダ姑=、￣￣､ニーヘーーハ

わ
れ
ら
に
不
断
の
堆
術
あ
り
、

手
足
に
心
に
、
あ
上
準
備
。

フ
ソ
一
ノ
レ
プ
レ

少
年
囲
負
準
術
ぞ
刷
舎
。

同率
きＩＮｉ
ぞ

、準

準伽
備、
０

眼
附
曾
て
凡
選
は
め
よ
、

耳
そ
ば
だ
て
坐
開
き
た
■
ぜ
。

(=）

瞳

●■

＿」



２大日本海洋少年團歌

掛札弘作歌
青木藤得作ｌｕｉ活溌＝行進IHIノ邇サニ

八…‘

貢二F望:Ej=Ｉ琶弄三E二］
１ウミウミウ

２うみうみう

ヒハーカヂヤキナミハチドル

みどり沓－よくすみてふかし

、

み

言１

ぴ

タカラカ＝

さよくして

ネヲ・

れら
り
た

メチアゲテ

うみのどと

ふ
わ

’、

ま；

蓬
八

屋匿巨庭
I

と二三に
￣

:，’しハウミノ

われはうみの

ｻケバン ＝Ｚ

とかげ江 し

『
海
、
海
、
海
、

日
は
輝
き
波
は
躍
る
、

胸
正
張
り
回
遊
あ
げ
て
、

高
ら
沙
に
叫
ば
ん
、

わ
れ
は
海
の
子
。

二
、
海
、
海
、
海
、

み
ど
り
満
く
澄
み
て
深
し
、

我
ら
ま
た
海
の
加
、

満
く
し
て
か
げ
な
し
、

わ
れ
は
海
の
子
。

三
、
痕
、
渡
、
渡
、

怒
り
た
け
り
打
寄
す
る
も
、

我
ら
み
な
岩
の
加
、

か
た
く
し
て
動
か
ず
、

図
の
謎
に
。

四
、
い
ざ
、
い
ざ
、
い
ざ
、

力
合
せ
心
一
つ
、

日
の
出
づ
る
園
の
も
と
、

も
る
て
あ
げ
う
た
は
ん
「

わ
れ
は
海
の
子
。

犀

Ｄ１

Ｌ~

1２



５傭へよ｛常に
ツアルデイニ原IHI

堀内敬三作駅壮殿二中廠ノ越度

へ．,tが

「
Ｉ

ij='二zi--再二仁竺'一ビザ
グ／‘露３崇ン

nJ-G窪
国p■」

－可－１

１
１

伊一澤Ｉ－
ＩＺＶ必

ウマレイデ

みいつ〈しみ

１
２

ツ
ァ
リ

キ
、
砂

ア
す

シ
ざ

二
の

マ
み

囮．

ヨヨニービ雪鑿:三i:ヨ： 澤ミヨ:三Ｉ二一

拳 ＥＥ丼婆
一万

ト’３ノ字

ワー ｒ
〉二 Ｅ
１

ホマレダカキ

こたへまつろ

ヨ
ル
よ

ぶ
シ
評
）

ケン

けん

シ
亡

-F戸③
，１－'万一１ ，１

藝垂・'－－－’１ＩＪｏ樫．１

’－－－１

1１

１

１
護 碑'－．L-J】ＪＪＪ芋翁-i竺埜‘法

一一Ｌ１

黙．'２ノノず午ヲヱ／〃
==！

ご
｜
』 。

ネ
ね

ソテヘーヨツ

そ江へ－Ｊくつ

クニノタ〆 ＝

一
一
に

こころをもて

！国些 －｛

－》’

二百E￣』

ス
メ
ラ
ギ
，
ミ

ニ
、
皐
譜
の

御
慈
し
み
に
健
児
よ

鋼
へ
ま
つ
る
心
を
も
て

術
へ
爬
士
常
に

三
、
砿
を
身
体

堅
含
心
』
他
鬼
よ

築
き
立
て
上
此
の
世
の
嬬

術
へ
よ
常
に

一
、
あ
き
つ
し
戎
に

鶴. 生
れ
出
で
し
健
児
よ

豚
ま
れ
高
さ
図
の
燭
に

伽
へ
よ
常
に

［単」

1３
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６光の路
マーテイン作曲
堀内敬三作詞中庸ノ通サニテ

２いつはりとお し きた 、 とし 鼎□ もJく 〈

Ａ畔
ロ

=奪三！
■1

うちや蕊、をよむる ろのひ力lまここ リ

粕トーーニル》
騏繍本
‐
季
櫻

－
１
ｌ

Ｈ－刈壱:＝｛三:二！
娑二;雷i;庁幣了下
上カリノミ

ひか、のみちを くわれリ らみ、み

了
。 瓠

扉＝i三?；
)しキコ。

F'二|〒０．１

毛タンア力コツへ黒タ

もたんあ力’と二しへにた ろきこころ

Ｊく

大
上
二
王
波
る
日
の
光
は
清
く

心
地
よ
き
輝
き
に
割
ば
う
せ
ゆ
く

光
の
路
怨
踏
み
ゆ
く
我
等
・

永
久
に
保
た
ん
明
る
き
心

ｊ『一Ｅ

偏
り
と
怠
り
と
難
し
ュ
さ
慾
屯

打
や
ぶ
り
満
む
る
は
心
の
光

光
の
路
を
踏
み
ゆ
く
我
等

永
久
に
保
た
ん
あ
か
る
き
ァ
」
上
る

Ｊ一】｝
く

大
君
の
御
悪
は
エ
ハ
照
る
光

此
光
身
に
そ
え
て
し
ろ
く
と
な
き
な
ん

光
の
路
を
踏
み
ゆ
く
我
等

永
久
に
僻
れ
ん
あ
か
る
き
こ
」
ろ

⑥

』

1４



７日本圃民歌
中)11末一作詞
山田耕作JUI

ＡⅣ

７１．ソレジフーレーフー

<しるがじわ_れ一ら－６

１
２

シ
』
つ

ホヱーロ

くる－－、

アブ

どた
夢

面盛:iﾖﾖﾐ
■イL

－１口＝

サンタールーミイゾー

げんた－る－そこ〈－

ヨテンノーウノ

ょばんぢや〈の

ミ

か

綾 二王三厘君

テ
て

ジ
じ

トホルー

ペＤ・すし－

ﾀンヘギルク

レ、へいや

毛
二
つ

ザ
た

だん

『
孔
え
ろ
嵐

恐
れ
Ｕ
我
等

一
←

兄
よ
天
皇
一
の

ル
し

燦
た
る
稜
率
顧

巡
る
雲
断
じ
て
徹
る

←
｛

ホ
ナ

巡
る
雲
断
じ
て
徹
る

戸
〔

卜
や
『
》
、
狂
へ
怒
涛

叩
る
が
じ
我
等

テ
て

凡
よ
磐
石
の

ヅ
ご

戯
た
る
祀
幽

ソ
ん

太
平
洋
断
じ
て
鍵
し

ダ
だ
太
平
洋
断
じ
て
安
し

一
｛
三
、
來
れ
猜
疑
（
さ
い
ざ
）

許
さ
じ
我
等

モ
「
７

凡
よ
極
東
の

〃
や

確
た
る
平
和

〃
い
方
》
声
亟
彗
辨
匹
矼
誇
椰

ギ
ヘ

ヘ
い
蝿
醗
錦
慌
熟
日
本

兄
よ
風
民
の

一
Ｐ

ザ
た

膜
た
る
苦
節

正
義
に
今
断
じ
て
立
て
Ⅲ

正
義
に
今
断
じ
て
立
て
り

駒

戸

1５
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３愛國の歌

巨刀■

。｡＝

カーミヨノムカシモセウーフノイーマモ

目E謹翌鍼三悪q｣2-1 ⑭

カーハラヌミスヂ ノブノ.＝ワオホミーカドー

Aｆ
Ｌ【､1FわＩＦン ｈ囚

」写菖lF忍匡I塗|存i日;垂ｌｌＪＪ－身瞑電員’
辺

ウーコ，カヌラノルシノミータサノミタカラ

ﾊソク ；

二?二三コ－
-'一１１｣一一’ＵＩ－ｌ

ﾐｰﾉ

アブゲヤ－毛口ビト-ヨロッヨマデ宅一

|垂壼Iﾖヨi=垂
已回

ウゴカヌ－シルンノーミクサノミターカ－ラ

EE='三三EF盃Ｉ
,１
４
Ｍ

アブゲヤ－毛口ピ１，－三口ヅョマテ⑪毛一

戸ョ
上仰

ふ
け
や
訴
人

動
か
ぬ
し
る
し
の

仰
ふ
げ
や
諸
人

か
ば
ら
ぬ
皇
統
の

祁
代
の
背
も

醐
代
ま
で
も

踊
代
ま
で
も

昭
和
の
今
も

我
大
帝

一
麺
の
礎
器

Ｆ土】

1６

し



,風民の歌
北原白秋歌
山田耕作IUI

1Ａ ﾘ、 刀LｆP′ ￣￣■－■Fご■￣←

１℃ｉ
ｌｊ「･田面司

両匠田■唾冒n日″

奪至三菱ﾖﾆｦF』』了iizL鰹＝【
￣P動ご扇

蓑屋
｜｣

１
２

メヨウター

めょうた_

ｶﾞオホミ

がおほみ

ホ
ぼ

へ－＝ワ

ヘーＪ､わ、

｣当=両。
Ａ－－面耶

三コ主i；蘓臺モヨ
FＰ PT,」、曰

`句ｌｂＩ'

二

四

ヨスメラミカード

くわかきびカユーリ

口

ゲアーガー

れよ-ろ－

ア
ぼ

フ

と

チ
キ

Ｊ
〃
シ
」

コー
ン
」 一一

養菫亘奎三=曇」 会;三ﾄﾞョｕⅢr田

ﾆﾒｰｭｒｌ壱

ｽメﾗﾐカーF

ゎかをひ力１－、

アブJ，〆ヨ

よるこべ

犬
お

赤
お

ブ
ユ
と

薑=二
-－ｄｑ‘1Ｗ分詞印

ヨ

力イャサヵィヤサカエアーし

かいやさかいやさかえあ_れ

ヤ
やイヤツ.

チ
遊

いやさ

読
め
よ
砿
へ
ょ

我
が
大
御
代
走

仰
け
崇
め
ょ
天
皇
を

お
お
崇
め
よ
天
皇
を

獅
榮
彌
榮
獅
榮
え
わ
れ
や

一一

識
め
ょ
歌
へ
ょ

我
が
大
里
子
を

誇
れ
よ
る
と
。
へ
わ
か
き
光
を

お
お
喜
べ
わ
か
き
光
を

彌
榮
揃
漿
腕
榮
え
あ
れ
や

一一一

識
め
よ
歌
へ
ょ

我
が
図
柄
起

承
け
よ
徳
へ
ょ
う
ま
し
山
川

お
お
傳
ヘ
よ
う
ま
し
山
川

彌
榮
彌
榮
彌
榮
え
あ
れ
や

'鰯

zro

1７

Ｐ



'０杜の健児
野ロ雨悩作詞
山口保治作ⅡI）大まかに回.朗らかに

ﾄー

鴬_LEH二J[二j事

句。

AＪ閾１．－１＝侭－．－少‘断、 学か'>…平ら…邪 ，，

汪 ふじ｜Ｐ三個一Ｉ
r配｣

辺

ソプノピロサ

ざ二へゆく､や

可王よニビ註臼ヨ
ミノ

アキーノア

ナん－だあ

テ
聿
▲

ラーリ

の－力

力
あ

－ノ、 I／-

ヨ
」
ｂ

が、￣

ノ
ー
壱
十
十 二三崖:｜ﾖﾖNE筐＝|簔雨霞

〆 ノ

白
qＵＨ

Ⅱ

iＵ

チゾラ

をぞら

ワタル

ミ
い

ス
な

てり）〈

二
、
ど
こ
へ
ゆ
く
や
ら

あ
の
雁
金
は

す
ん
櫃
青
空

な
い
て
行
く

三
、
拙
の
健
児
の

斧
の
び
ｒ
さ
も

秋
は
す
み
き
ら

ず
み
通
る

弓
空
の
艦
さ
ょ

カ
ラ
リ
と
晴
れ
て

秋
の
青
空

澄
み
わ
た
る

四
、
草
が
枯
れ
よ
と

木
の
葉
が
お
ち
ょ
迂

秋
の
野
川
は

世
界
噛
れ

扉

』
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'１ハイキングの歌

北厭ｌｉｌｌ

Ｉｉ]野忠八砿(鳶ﾄ擢li）

ボー=二
､芒，閂

-－－

にEEEE〔壬屏宣尹J弓三；迄孟仁季
■冤宕両

ノベノハブーサキイデズ

ひにＵ､がやくき、づたひ

１
２

ヌルミタり

ぱるかに

カハノミソ

あをぱこ〈
疋〆

A汁

二W紫＝ 再筐～
①ロｑｄ

ｙラノクモ

苛
イトチヒキテヒバリタカクアガレリ

ふもとのかは江が一江がとつづくむらざとけむりこめ

０－コI

メグミフブノ弓ノヒノヒカリ

巳ノ

ワカパカホリカゼゾヨグ

旨けてはプミに'二かかるたきたか、にしろ〈の二ろゆさ

-9Lオギ，＿ ￣可－１１面一 －－’１，Ⅱ’『訴汗
ヤヱイヂヘ

',､まぞ''1る

ケンツノトモハ

けんじのちから

ムラノミチアシモカロク

さかしきみち畠みてゆくや

「
河
の
水
ぬ
る
み
た
り

野
遥
の
花
咲
き
出
で
ぬ

空
の
雲
糸
を
引
さ
て

雲
雀
高
く
あ
が
れ
り

装
韮
薫
り
風
そ
よ
ぐ

悪
み
深
し
日
の
光

付の哩兒醍錘噸卿誉地へ
二、帝莱罷は繼物岼根づたひ
麓
の
河
長
為
ご

つ
噴
く
村
里
煙
こ
め

高根鉾州可睦掃醸か」ろ瀧
さ
か
し
き
巡
阜
み
て
行
く
や

鯉
兒
の
力
今
ぞ
練
る

三
、
森
の
陰
涼
し
く

わ
老
木
は
蔦
の
か
』
し
み
て

苔
背
く
む
す
器
祇

み
だ
れ
走
る
樹
々
の
ふ
さ
根

四、押辨》》》識》》醐釧り
霜に莚轟唾岬纒阯夘岬》ひ

は
え
て
其
韮
よ
錦
と
も

赤
昏
を
ほ
こ
る
健
児
等
が

心
も
か
く
や
大
飛
に

棒
ぐ
る
血
汐
我
前
に

示
さ
れ
た
る
か
我
前
に

証
、
月
の
影
さ
や
け
し

木
為
の
間
も
る
共
光

辮
葉
踏
む
靴
一
昔
高
く

糠
け
き
森
に
饗
か
ば
つ

一
圃
銅
み
ぴ
は
す
健
兒
等
が

心
と
心
は
お
の
づ
か
ら

江
ひ
て
合
は
す
口
鯆
は

若
き
魂
あ
ふ
れ
た
り

〃Ⅳ好色ヰロ

一通
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二《常ｺﾞー
肩ヨ

国一一百

ヱｪｰｮｰｰ参．←,

１

－－１－
－

Q」

１
２

ジャム渋り

うたへ

ジー1つムポリツャムポリヅャムポリジャム競

うたへうたへうたへらた
幻
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ヅ
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ヅ
ヤ
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ア
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ポ
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ポ
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ヤ
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ツ
ヤ
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ポ
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ー
ジ
ヤ
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リ
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ジ
ヤ
ム
ポ
リ
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ア
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砿
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お
ど
れ
心
、
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、
、
、
、
、
、

弓
、
、

職
へ

、
、
、

Ｙ
、
Ｉ

、
、
兎

、
、
、

、
■
、
、

、
、
、

、
●
、
弓

、
、
、

フ
ツ

フ
、
、
記
、
＄
、
、

『
う
た
へ
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〆

ピ
ヨ
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、
、
、

フ
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ピ
ヨ
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、
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、
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ご
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一
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刀
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ケ
け

ソ
塾
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プ
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峯
必
読

亨Ｊ一十６
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Ｆｖ
ｌ
プ

鼻
力ノ Ｌ

ヤヱ －ラララライ ノ承 =

や
一
「
一
フ
、
一
フ
Ｅ
｜
フ
ラ
ー
ー
フ

、

ラ
、
一
フ
、
一
フ
、
、
、
一
フ
ラ

、、

一
フ
ラ
ー
ラ
ラ
、
一
フ
、

｛

ラ
、
Ⅲ
ラ
ー
フ
ラ
｜
フ

煙
は
ま
ふ
よ
み
そ
ら
た
か
く
に

け
む
る
松
葉
に
野
醤
の
た
か
ら
よ

し
｛

｜
フ
、
ラ
、

二
、
ラ
躯
ラ
、
（
第
一
節
に
同
じ
〕

、
小
枝
は
先
遂
に
幹
は
あ
と
に

け
む
る
は
野
瞥
の

つ
か
質
Ｄ
の
常
よ

の
一
フ
、
｜
フ
、

、
ソ

一
】
一
、
一
フ
、
一
プ
、

（
雛
一
節
に
同
じ
〕

太
い
丸
太
は
野
瞥
の
椅
子
に

がか
や
が
て
立
つ
日
の

朝
餉
の
た
き
宮
よ

一
フ
、
ラ
、

四
、
｝
フ
、
ラ
、

〔
策
一
節
に
同
じ
）

９
℃
や
せ
ょ
た
け
よ
今
脊
の
億
に

は
歌
が
涌
く
ょ
に

わ
れ
等
を
て
ら
せ
よ

う
、
｜
フ
、

嗜露；

「こ
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をぱ ちかひたるわか－をちしほのたかなりはあにおぎと

ロ
ユ

）一『

／

卜‘可,句
一 ヂ

アアハゾ]、ナ藍ｲﾉ顎‘
ｒ`,７－．－－

ャスミハキヌ

アアてあしにながれたりわれらのむIqlニな が－Jrしたり

一一も

あ
あ
手
足
に
折
れ
た
り

墓
、
歌
ひ
つ
れ
む
雛
は
高
く

男
子
の
砿
を
天
ま
で
も

語
り
今
は
む
力
こ
め
て

皇
閣
の
架
ヘ
マ
」
人
の
偽
め

滴
を
願
は
天
地
の

利
の
心
に
か
な
ひ
た
る

礫
は
高
く
力
こ
め
て

あ
あ
我
等
は
雛
び
て
ん

画
、
礎
の
と
ば
り
深
く
下
り
て

あ
や
め
も
わ
か
ぬ
森
の
か

木
梢
高
く
の
ぼ
る
煙

か
が
り
の
ま
ど
ひ
は
更
け
て

三
つ
の
誓
胸
に
こ
め

お
き
て
忘
れ
ぬ
健
兄
等
の

ぼ
だ
火
を
か
こ
む
楽
し
さ

あ
あ
今
符
の
架
し
き
ょ

一、
染
し
か
り
し
去
年
の
夏
の

野
醤
の
夢
の
思
出
は

忘
れ
か
Ⅲ
つ
は
や
一
年

今
符
は
此
庭
に
操
返
す

松
吹
く
風
も
み
空
ゆ
く

星
の
光
も
鍵
ｎ
な
く

樂
し
婚
し
夏
は
此
腫
に

あ
、
我
が
夏
は
来
ぬ

排
ち
に
待
ち
し
体
は
来
ぬ

○
四
日
栢
の
夜
こ
そ
今
此
腫
に

か
が
り
火
は
燃
へ
の
便
り
て

我
等
の
両
を
照
ら
し
た
り

蒜
を
血
汐
の
高
鳴
り
は

几
弟
達
脇
ひ
た
る

我
等
の
胸
に
流
れ
た
り

あ
あ
手
足
に
流
れ
た
り

巨
知

ヨ

ゲ行よ

〈
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釜)衿一一二
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け｢よ
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ーオレ１，、きばほどぱし

ツ
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わ

二

華 にｺコゴ匿雪圭麹塑莪蕊司

り
て

ﾅﾉﾂヨキ

のはなは

赤

さ

ソソレ

もみ瓠』や

フ
ま
ふ

ヨコし 。

ご ききみちし

－Ａ

E＝EE望
冠j>0吋

ロ

｣、ネニ

あいに

フキノポ--チシヲハ

ーーみちたり

ノゾメ（

しゼ÷んの

几
『
」

〈ものらく

輝
く
空
に

通
る
雪
の
頂

雄
そ
し
く
武
く
雲
を
ぱ
抜
き
て
立
つ

お
上
兄
よ
之
こ
そ
我
等
が
過
当
」
誇
り

望
め
ば
胸
匡

血
潮
は
籾
き
昇
る

一一

眞
謹
の
ひ
ざ
し

岩
根
逆
さ
さ
て
擁
ゆ
れ
ざ

は
ざ
ま
の
水
に
雛
氣
は
逃
る

砿
し
き
道
に
も
卿
山
の
花
は
咲
き
て

町
然
の
愛
に

満
ち
た
り
雲
の
樂
土

一『一

舵
れ
ょ
や
胤

叫
べ
ょ
山
の
舵
瓜

巻
き
立
つ
霧
は
綱
て
ぁ
蓋
ふ
と
も

鑑
が
ぬ
山
こ
そ
我
等
が
生
の
凱
歌

仰
げ
ば
空
に

希
望
の
赤
を
光
り

&虜

原
二

2３



明日 晴１１

勺
「
」

シ
マ
１
０1６

’

■

鱈§
■

仁鮮 苧司

⑳ l〆

アシタン、

あしたは

し虫． アテ

おほ
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ダ
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Ａ
直

巨二E三三 舅－鱈惑
い1Ｊ 差

1J

eノ

71￣ヤグ

みのむ

巴
●
し

プグい毛

みのｔｊ、

ミ
の

ア
み

スキ

カデ誉

ナ
な

■
》

塞嚢三三

一一一、

ン
ん

テ
番
」

テン

をん

テント

をの

ムシヤ

ニＩま

ハオ ホン

ナ
な

かささし

Ａ
￣、
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苧－７J』陪一
Ｅ｣

腱 碓1 ﾛｰ」■ 1J

ピノ

アシ次ハ

あしたＩｉ

レタや アヲ.ゾラ

おほあめ

シ、

ダ

ブミあめプミ

明
日
は
晴
だ
。

青
空
汽
。

親
ぐ
も
子
ぐ
も
、

細
す
ぎ
な
・

て
ん
、
て
ん
、
て
ん
と
む
し
や

翅
ほ
し
な

明
日
は
崎
だ
。

狩
空
だ
。

一一

明
Ⅱ
は
雨
だ
。

大
雨
だ
。

み
の
む
し
み
の
む
し

み
の
を
き
た
。

き
ん
き
ん
き
の
こ
は

か
さ
ざ
し
な
◎

明
ｎ
は
雨
だ
。

大
雨
だ
。

「

－２

2４



天幕にふる雨
￣１

1７

冤轌 ＝～塵；三宝笙囑
言bコミﾉム

iJ｣￣ 月
「

‘》

１
２

フノレアメ キノア

〆
ろ

ン
ン

テ
デ

夕

一一
一
」 のでんぷふるあめ心

善二三言至E垂璽 Ｉ
､ |廷

hＦ
、

L<認-J＝脾：
'

【
四▼曰

白Ｚ

匂
カケダヲヤ ヌレネブミ ミ

つ

ハダ､,力〒Ⅱ

!まプざかで りげがたかけだしや

華
ﾛ

雪Ｉ
１－－

に

■
■
曰
四 Ｉ

Ｉ

輯 ビ
ﾖﾄﾞﾐ云身

フ

夕 甲Ｚ

ザ
ざ

モツト

ザ
ざ

ザ
ざ

モツフレ フし

もつざふれ もつとふれ

天
蕪
に
ふ
る
雨
た
き
の
雨

は
だ
か
で
か
け
だ
し
や

ぬ
れ
ｎ
ず
み

も
つ
と
ふ
れ

も
つ
ご
ふ
れ

ざ
１
ざ
１
ざ
１

一一

天
幕
に
ふ
る
雨
野
天
風
呂

は
だ
か
で
か
け
涙
し
や

ゆ
げ
が
た
つ

も
つ
と
ふ
れ

も
つ
と
ふ
れ

ざ
１
ざ
１
ざ
－
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シ
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這垂二
ユカイダ

ゆかいだ

（アヅ･上ハノポル

２たのし堂キャンプ

〒ントノ

きけこり

ニカィタ

19）かいﾌﾟ：

□

偶

i鑿二壹三

舅
た

卜
、
ｊ

ソ
の

オドリイデ

ありの二え

ラカ二

１Ｊむり

コヱタカ

ＦいＣの

）

霞ｉ三三嚢薑Ｉ員
二・カィユヵィ

ゆかいゆかい

ユカィダ

(ｐ力ぃだ

ウータフ

ゆらゆら

コヱ’、

ＣＤＩ烹ら

ヨーノＪイア

ゆかいた

三重＃
Ｑ 「

エ
ノ
ゆ

エカィク

ゆかいだ

エカィユカィグカィクI＄

だいか

〆
だ

カゴ

かＬ

１
ゆ

十sD)かいゆかい１－

『》》

日
が
く
れ
て
を
北
愉
快
だ
、
Ｊ
１

か
が
り
火
１
画
ゆ
る
あ
か
ノ
ー
と

柴
し
き
つ
ぎ
ひ
雛
へ
や
お
ご
れ

愉
快
だ
Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

樂朝
し ｌｉＭｉＦＩ
きき輪愉快は
（ノキ快快だ天昇

愉炊脇ヤ墨ブミ幕ろ
り&難のン冬愉難の
プミのうう゜・愉鼻・’|樂高外輪
煙た’懐だらに挫

く噸辮|：だ'腱Ｈザiざ
らのプミ々だ雛出愉

〈〈藤〈婦鍵で鰹
の愉は

く'：腱

鰹

錨
盤
の
夕
愉
快
だ
Ｉ
～

静
け
く
ふ
け
て
安
ら
か
に

御
空
の
星
は
我
等
を
守
る

愉
快
だ
？
～
ノ
ー
ノ
ー
？
～

く
く
Ｉ
く
Ｉ

く
く
く
く
く

く
Ｉ
く
ｌ
く
く

ｈ左

：
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一

朝
日
は
昇
る
愉
快
だ
？
～

天
幕
の
外
に
お
ど
り
出
て

朧
高
ら
か
に
歌
ふ
雄
は

愉
快
だ
？
－
愉
快
ノ
ー
ノ
ー
愉
快
だ

愉
快
だ
』
～
愉
快
７
１
だ

』》

そ
れ
集
犬
臓
快
だ
ノ
ー

リ
ニ
ッ
サ
ッ
蛮
肘
に
い
ざ
や
い
ざ

元
気
に
あ
ふ
れ
や
ょ
出
で
た
膿
ん

（
級
通
し
〉

歸尉『

そ
な
へ
ょ
繕
に
愉
快
だ
？
～

ぢ
か
び
と
お
き
て
胸
に
こ
め

名
響
は
重
く
足
な
み
樫
し

（
繰
返
し
〕

鰯

仲
よ
き
健
児
愉
快
だ
？
Ｉ

兄
弟
の
む
つ
み
あ
び

互
に
た
す
け
つ
と
め
態
果
さ
ん

〔
繰
返
し
）

愉
快
な
ス
カ
ウ
ト

唾書：

七
匹

一一
Ｄ
Ｊ
Ｉ
、

－－缶￣

五

晴
れ
て
も
降
っ
て
も
楡
快
だ
？
～

わ
れ
ら
の
顔
は
一
三
Ｊ
、
ざ

よ
き
腕
よ
き
限
よ
き
我
が
心

（
繰
返
し
〕

《蝿

樂
し
き
キ
ャ
ン
プ
愉
快
だ
７
～

剛
け
脇
の
う
た
森
の
鑓

炊
事
の
煙
ゅ
ら
ノ
ー
の
ぼ
ろ

（
繰
返
し
〕

證

日
が
く
い
て
来
た
愉
快
だ
？
ｌ

か
ぼ
り
火
も
り
ろ
赤
々
寺
」

楽
し
き
つ
ど
ひ
職
へ
や
お
ご
れ

〔
繰
返
し
〉

八

野
醤
の
夕
楡
快
拒
ノ
ー

静
け
く
ふ
け
て
安
ら
か
に

御
空
の
星
は
我
等
を
誰
乃

〔
繰
返
し
〕

…閃

■
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（
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ホ
ヅ
ホ
ー
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、
、
、
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蕊
し
小
ふ
く
ろ

蕊
の
お
月
々
は
な
ぜ
に
丸
い
の

ホ
ッ
ホ
ー
氷
、
、
、
ｌ

蝿
ょ
ふ
〃
、
ろ

菰
の
お
月
弄
は
な
ぜ
に
丸
い
の

一一ホ
ツ
ホ
ー
ー
水
、
Ⅲ
、
１
－

錘
ょ
ふ
く
ろ

蝿
は
森
の
夜
の
王
様
よ

ホ
ッ
ホ
ー
水
、
、
＄
ｌ

鳧
Ｌ
〈
ふ
く
ろ

菰
は
森
の
夜
の
王
様
よ

一『｝ホ
ッ
ホ
ー
水
、
、
、
ｌ

鳧
よ
ふ
く
ろ

鳧
の
お
宿
は
菖
蒲
が
波
よ

「
」
の
森
ょ

ホ
ッ
ホ
ー
ホ
、
、
、
－

蘂
ょ
ふ
く
ろ

私
の
お
宿
は
「
」
の
森
（
液
〕
よ
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乱う

ホウ

Uぎう豚うH写抽

薫三壹二
正

Ｉ
二以二

才 Ｉ
ｂ命一一
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ｅ
ヨ
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.１１回 ウラ

お蚕

ク
リ

ナ
ざ

デ
ろFつ

く入.
〃
ろ

ロフガ ブーーー

ひカヨかり

言姜 圭ゴー劃

デ
さ

厳
し

Ⅲ
う

モ
、
わ

ク
か

ナ
注ノェノキノ

へはよるの

二
、
ぼ
う
？
～
ノ
ー

眼
ば
か
り
光
る
ふ
く
ろ
ど
り

お
前
は
夜
の
王
様
か

蝿ほ
榎よう

侭＃〈
：零く
あほ
かな

りけ

「
ほ
う
Ｊ
‐
１
７
～

桑
が
な
く
ど
こ
で
な
く

墓
の
榎
の
森
で
な
く

軒下

Ｈ
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１ワレハフクロヨムノシキフクロツトメハ鋲ツーココロサャヵ

２われほふくろよたのしきふくろつとめはたし－こころさやか
bｐ

Ａ

＝」
Ｄｈ

。ヨヒウレシーホシアカリニワカ゛フ'レスヘカヘラヲーン

こよひうれし－１罰しわかりにわがふろすへかへらなん

Ａ

；
qLノ

アアフ

ああな

ヂノフ萢

つか－し

ヤーナーカノ毛リヵゲニ

あかざ（よのもりかげに

ト

コ
ー

嵯脊は、符は
あ今我ぁ今我

蕊;灘:猿蝋澱
森吾へ明し森へ明し

孟瞥：鱸諒瞥ｌＬ難
にん にん
げなかげ瀬か

（
勤
亭
の
鑿
） Ｒ甸頂

Ｌ
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『
。

Ｏ

２ｌｉ;僕等のキャンプ

楡J快二

キミラノキヤ9.プハミホノサキ

〈註ちゃんのおめめｌｆかはい＞が

ボクラノキャンプハアヵザハョ

鷹くらのパトロールはくまのばん

に南

拳燕
曰

2ミルホヲチ

かぎり

トーコロイクリカハブソテモオナージミソラノ

くま為んのおててはちひきい"‘その－つよいこと なし

圏

僕
等
の
キ
ャ
ン
プ
は
「
赤
澤
」
よ

識
等
の
キ
ャ
ン
プ
は
「
三
裸
の
崎
」

所
幾
塁
か
離
れ
て
も

同
じ
御
空
の
星
話
凡
ろ

圏

僕
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
熊
の
鉦

や
ん
の
藷
、
今
は
か
は
い
畠
が

熊
ち
ゃ
ん
の
お
手
や
は
小
さ
い
ポ

そ
の
蝋
い
諄
」
と
か
ぎ
り
江
し

７ｹ
廷

趨
〆ベ
ア
－
．
７
１

ベ
ア

ノ
ー ウ
ウ

ゲ
レ
ト
ベ
ア
プ
ル

肝心
一刻

ウ
ウ

０
‐
ｊ

一
Ｐ
Ｌ
Ｉ

3１



「

■

野誉の歌

凪
？

ノＦ■、

イマヤアサヒハ ルイザヤケンジラ７Ｔキヨララ

をいざやけんじらいき閃ララ

ノポ

罰

２ み-よやかがやく そら

フ ・・＞>＞

護選誰妻I-L｣-J_ご'Ｉ
｡

一一

匡巨

＞

日
寡＝￣咄凹竺上JR

１１１

１１１

＝日 身匡澪E肩巨－１，
ﾛ

一Ｊ
辺

ララレラ パンパンララレラパンララララレラ ララレラバンバンバン

ララレラバンパンパンララレフパンパンヲラレラバンララララレラ

『
今
や
朝
日
は
の
ぼ
る

い
ざ
や
健
児
等
起
き
よ

－
フ
ー
フ
ラ
ニ
ノ
レ
ー
フ
パ
ン
パ
ン

ラ
ー
プ
ー
フ
｜
プ
レ
ラ
ー
フ
テ
レ
ラ

ク

よ
く
輝
く
空
を

い
ざ
や
健
児
等
い
さ
め

ラ
ラ
ラ
ー
フ
レ
ー
フ
バ
ン
パ
ン

ー
フ
ラ
ラ
ラ
レ
ー
フ
ブ
ラ
レ
ー
フ

ニ
、
行
け
や
彼
方
の
森
へ

い
ざ
や
他
兒
等
す
出
功

一
フ
ー
フ
ー
フ
ー
フ
レ
ラ
バ
ン
バ
ン

ー
フ
｜
フ
ラ
ラ
レ
ラ
ラ
』
プ
レ
｜
フ

、
聞
け
や
梁
し
き
蝉
あ

い
ざ
や
腱
兄
等
舩
ヘ

ー
フ
｜
フ
｜
フ
ラ
レ
ラ
バ
ン
バ
ン

ラ
ラ
ラ
ラ
レ
ラ
ラ
ラ
ソ
｜
フ

五
、
つ
ど
へ
雑
火
の
に
は
に

い
ざ
や
鯉
兄
等
お
ど
れ

う
｜
フ
ラ
ラ
レ
ー
フ
パ
ン
パ
ン

｝
フ
ラ
｜
フ
ラ
レ
ラ
ラ
ラ
レ
ラ

豚、
【凸．

一
フ
ラ
レ

バ
ン

バ
ン

ン
パ
ン

ラ
ラ
レ
ラ
バ
ン

パ
ン
バ
ン
パ
ン

ラ
｝
フ
レ
ラ
バ
ン

バ
ン
パ
ン
パ
ン

一
フ
ラ
レ
ラ
バ
ン

バ
ン
パ
ン
バ
ン

ラ
｝
フ
レ
フ
バ
ン

バ
ン
パ
ン
パ
ン
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２５開拓者の歌
ドイツ民謡
中野J忠八歌

￣』ｌ－ＩＩＩｌＩ Ｉ

=Ｅ２＝三三ヨー:ヨヨ
四

ブッチヮリ

鯨つちｂ０

プヅチヮリ

ぶつおわ】，

ブツチワワ

蕊つちゎリ

ｌイ

２な

テ
ル
〈
渉

（》

＝三一三
辺

プッピラケ

ぶつこえて
ぴ
》
つ

ブ
ぷ

ヤ
やピラキ一チテ

ーみと

、
、
？■

こえて

善E:二三 三三三二二三－．
四一cｻー

ブッ

ぶつ

ブヅチヮ

キ
て

リ プツピラキプソチヮリ

ぶつＢわり

ラ
Ｐ
ス

ピ
こ

ぷっおわり ぶつこえて

篝筌 匪医医巨
一 三E三三 仁 =

Ｖ
卍
Ｈ
小
屯
●
－
伍

討幻Ｉ 一国

辺 盃

ケンジノ

けんじの

チカう

いきた

〆七

七世よ

ヤ
や

シ
み

岩
を
ぶ
つ
ち
わ
り

夢
つ
お
わ
り
ぶ
つ
坊
わ
り

廼
を
ぶ
つ
び
ら
き

夢
つ
ぴ
ら
け
や

悪
つ
ら
わ
り
ぶ
つ
ぴ
ら
含

募
つ
ち
わ
り
ぷ
つ
ぴ
ら
き

健
児
の
力
示
せ
や

一一

波
な
ぶ
つ
ち
わ
り

ぷ
つ
ち
ば
り
ぷ
つ
ち
わ
り

灘
乃
ぶ
つ
こ
え
て

ぷ
つ
こ
え
て
や

ぶ
つ
お
わ
り

ぷ
つ
こ
え
て

ぷ
つ
ら
わ
り
ぷ
つ
こ
え
て

健
兄
の
庶
氣
を
凡
せ
ょ
や

｛）一

谷
か
ぷ
つ
こ
え
て

ぷ
つ
こ
え
て
蕊
つ
こ
え
て

橘
を
ぶ
つ
か
け
て

録
つ
か
け
て
よ

ぶ
つ
越
え
て
蕊
っ
か
け
て

ぶ
つ
越
え
て
ぶ
つ
か
け
て

健
児
の
務
つ
く
せ
や

ヨ
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村の道ぶし126
ｸﾞ

ハーグ

歌
曲

》
幽
貞

原
田

高
梁

八
出几.

、］工|轆諾二
_９０、 1ｉｆ、4口も

麹】
十Ｆ

ミゾチ繭サラヘ

つちをはこび

クサヲカリテ

ナ立莚もりて

ロレラハハゲムヮレラノ

われらははげむわれらの

閲
⑤冗
竺

Ｐ

亜N言已司到念［ずzJ-L

ムフノミチブシン

も、凸のみちぶしん

ムフノタメこ

むらのために

クーノタメニツ

〈ｌ＜のだ(y、につ

グシタレワレラノトシヨリノアユミヤスカレト

とめなむｌＩＷＬらのおさﾌﾟよどのあ（りみやＴかれと

アリ･ブーユフ

、、、、、

〔
１

ワレラハノ､ゲムワレラノム

､、、､､、花、、､、、

ラノミチブンンニンヤラ

、、、、、■､■､Ｔ

「
ロ
ン
兜

拳
Ｌ＿

「百」

匪至Ｉ=屋
ＩＦ

辿り雀上．

ホイヤレホィホイホィヤレホイヱンャラホィヤレホィホイ
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ホィヤレホイ

、、、：、、
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み
ぞ
を
さ
ら
へ
蕊
空
刈
り
て

我
等
は
は
げ
む

我
等
の
村
の
道
ぷ
し
ん

村
の
た
め
に
図
の
総
め
に

つ
く
し
た
る

我
等
の
年
寄
り
の

歩
み
や
す
か
れ
と

朝
な
夕
な

我
等
は
は
げ
む

我
等
の
村
の
遁
鰯
し
ん

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
ィ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

『》

土
を
運
び
妙
な
も
り
て

我
等
は
は
げ
む

我
等
の
村
の
道
ぶ
し
ん

村
の
た
め
に
閏
の
た
め
に

つ
と
め
な
む

我
等
の
走
匙
な
ど
の

歩
み
や
す
か
れ
と

村
の
道
ぶ
し
ん

□

｡､ゾヘグ、グー／、￣－戸
－､ジペゴ、ごくご幹マベゾヘグ､ジベ印ハヅ、￣、ジベーベーヘニへ

鰯
癒
な
一
《
芯

我
等
ほ
ぼ
げ
む

我
等
の
村
の
道
鯨
し
ん

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ボ
イ

】】｜

力
お
は
ぜ
心
あ
は
ぜ

我
等
は
は
げ
む

我
等
の
村
の
道
ぶ
し
ん

我
等
に
つ
く
す
牛
ご
馬
と

旋
人
の
ゆ
く
て
に
心
せ
く

歩
み
や
す
か
れ
ざ

朝
な
夕
な

我
等
は
は
げ
む

我
等
の
村
の
逝
漂
し
ん

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
ィ

エ
ン
ヤ
ラ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
ヤ
レ
ホ
イ

切さ
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27漣め朧鬼

爽國古111J
堀内敬三歌１快活二行進訓二

￣

咄

□

１ス・スメケンツミンナソロソテニカイ塁スズメ

２ｺﾞーすめけんｃあらしのなかもへいきですすめ

二言'’二堂
E扇謹二三二国二言！芋 ●￣国Ｔｔｊ

スズメケンジニカイェスス〆

す すぁけんじへいきですす坊

進
功
健
児
皆
ん
な
そ
ろ
っ
て

楡
侠
に
通
め

進
め
健
児
慌
快
に
進
め

一』

進
助
他
鬼
風
の
巾
も

平
氣
で
進
あ

進
め
健
鬼
平
氣
で
進
め

一『｝

逃
功
健
兇
道
な
き
道
も

附
い
て
進
め

趣
め
他
鬼
附
い
て
進
め

四

進
め
健
児
理
想
を
功
が
け

動
ん
で
進
め

進
め
腱
兒
勇
ん
で
進
め

、
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幻森の気(lliiiil1閏）

ｳ足スカウトソンク，
古田章路編ｌｌｌ

〔鯛睡ク

△

蒸這三三＝目玉臣EＩ 主EE」

P可

~←

｢可毬

１１プモャコメテフクロガナクーコ

２ぁさぎ１．ついてかつこ－がな〈－か

Tゴ

Ａ
I｣｡
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ｂＯ、０１１．

Ｉ－ｊ

ア‘、。９亀Ｉ
的

、の

F吟｣弓 弓
lz1d

L1

曲□▲

ズェノッキーフクロノコヱホヅホホヅホホツ

なたのも、にかっこ－のニトュカツコ カッコ カッ

Ａ

零三二毒
１１． }－ F、

’9声ハ．L￣T~￣,Ｈ､宝匹函Ｕ

－ｉ；’’１，劃ｄ鰐二黒}；
１－《’

す９７３「’半'，

ヨ
ョ
ノ

十
Ll

と
▲

ホヅホホヅホホヅホホツホ

ヵッコヵヅコヵヅコヵヅ。

ホツ氷

→
、

切
勾
。

カツ｡

』

夕
論
こ
め
て
ふ
く
ろ
が
鳴
く

梢
の
月
に
ふ
く
ろ
の
雛

ホ
ツ
ホ
ー
ホ
ツ
ホ
ー

ホ
ツ
ホ
Ｉ
ホ
ツ
ホ
ー

ホ
ツ
ホ
！
ホ
ツ
ホ
ー

ホ
ッ
ホ
１
ホ
ッ
ホ
ー

『一

期
霧
つ
い
て
か
っ
こ
１
が
鳴
く

彼
方
の
森
に
カ
ッ
コ
１
の
醗

カ
ツ
コ
ー
カ
ッ
コ
１

カ
ッ
コ
１
カ
ツ
コ
ー

カ
ヅ
コ
ー
カ
ッ
コ
１

カ
ッ
コ
１
カ
ソ
コ
１

可塗
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２９Ｕか｣、のお山に

中野忠八歌

Ｌｊ、ノ ,］

盆2J

ｎ泊垂劃

１ムカフノオヤマニクロクモカヵレバ

２ひときはふき〈るす・ずしし、か－ぜに

ロ

ハュル ロ

三『!《芦遥駐三薄三崖§
弓

腸

辺

ケフ_ハキツーウゾオホユダチ

アﾗﾊﾟﾗバラﾂﾞとおぼっぷあめ

A１Ｌ

憲二
1

Ⅱ

仏

再＝f二
鯨f夷|ﾐ再'ここ竜!；鶉)二意Ｉ

｢、【、

､」

ソナヘヨツネニダホシ毛ノ力鋭ヅケ

パラバラパパパラパラパパパパラパパヲパラ

鑿
底竝9H１

堂＝＝ｉｆ=当；

テントーアマミヅハィラヌヤゥ

ヂザザラツごうザツミザラザラツミザ・ザザザア

四
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む
か
ふ
の
お
山
に
黒
雲
か
出
れ
ば

今
日
は
來
そ
う
ぞ
大
夕
立

「
そ
江
へ
ょ
つ
ね
に
」
だ
ほ
し
物
片
付
け

テ
ン
１
に
雨
水
は
い
ら
ぬ
様
に

酉》

一
昔
』
は
此
昏
來
ろ
す
ｒ
し
い
風
に

パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
ッ
ト
上
粒
雨

パ
ー
フ
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
パ
パ
。
ハ
ラ
パ
ラ
パ
パ
バ
ラ
パ
ラ

ザ
、
ザ
、
ザ
ラ
ザ
、
ザ
ラ
ザ
ラ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ア

ー】一

テ
ン
ト
の
中
は
金
城
繊
壁

雨
で
も
桁
で
も
苦
に
や
な
ら
ぬ

サ
ア
サ
ア
砿
ひ
ま
せ
う
ラ
、
ラ
、
ラ
、
ラ
ラ
ラ

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
、
ラ
、
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ア

－－

て

.ゴヘーーハー■～ヘーヘチヘーグ、み､￣､ゾヘーベーベザ、ゴーグミニヘーヘゲ、ゾペ二

四

黒
雲
破
っ
て
ひ
ら
め
く
い
な
づ
ま

っ
ｒ
い
て
と
ｒ
ろ
く
帥
鳴
り
は

ぎ
ロ
ゴ
ロ
蚕
ロ
ゴ
画
ゴ
ロ
ゴ
ロ
蚕
口
試
口

亟
口
弐
ロ
ゴ
ロ
哉
口
ゴ
ロ
訟
阿
封
ロ
ヱ
ロ
ゴ
ー
ロ

翼

雨
は
や
ん
だ
り
雲
は
切
れ
行
く

ま
た
も
や
仰
ぐ
青
空
を

凸

小
鳥
は
噂
る
ピ
ョ
ピ
ョ
ピ
ョ
ビ
ョ
ピ
ョ
ピ

一ハ

テ
ン
ト
の
入
口
か
け
出
て
は
や
く
も

健
児
の
焚
く
火
に
立
つ
煙

米
か
せ
芋
含
れ
錐
詰
あ
げ
轆
汕
さ
ぜ

夕
餉
の
支
度
に
と
か
り
、
れ

ピ
ヨ
ピ
ヨ
ピ
ョ
ピ
三
ピ
コ
ピ
コ
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ピ
ー
ヨ

函浄■

、
１
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3(jiiZの歌

１．噸グオレワヤークiiil
堀内敬三作詞

large

トホキャマ ヒハフ!‐チテ ホンハソラチ
蓮

チリパメヌケフノワザヲナシヲヘテ

凸■

Qノ

＝コロカロクヤスラヘパ カゼ'ハスズミノ

ｌＡ
,】

三コＩ’三竣竺」

コノ ｡‐フペ イザヤタノシキ マド･ヰセン

や
す
ら
へ
ぱ

風
は
砿
し

こ
の
夕

い
ざ
や
た
の
し
き

ま
ど
わ
せ
ん

ニ
ン
ロ
の
子
守
職
よ
り

最
後
に
二
小
節
は
二
部
と
す
る
も
単
に
上

部
及
下
部
の
み
雁
て
歌
ふ
も
よ
し
。
更
に

反
響
的
砿
明
法
に
よ
る
も
可
な
る
べ
し

心
か
ろ
く

今
日
の
わ
ざ
を

日
は
落
ち
て

塁
・
は
空
を

遠
音
山
に

ち
り
ば
め
ぬ

ば
し
を
へ
て

－唐
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１ジャンク､
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ルツヤンク､〃
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[已切 一一三P三J王Ｉ一一戸

畳ノ

ジャングル

じゃんぐろ

オサメル

おきめろ

アケーフ

わけ－ら

ヨ
ル
ム

抑
〆
Ⅷ
リ

｜
ア
ワ

・
卜
Ｌ
一

巴一らか

鐸 鐸14茎Ｉ
■￣

辺

ﾉ、狭シ

かけて

デ
達

モー〕プリ

ふざっちよ

オレハ

パルー

ハダ力

めがね

墓篝三三 皇j二胃豆よし立;jL迄！酉三医iｉ]茎§
C_ノ

パギう

おも、

センセイハオレノ

ーしJくう

ﾉﾏﾘﾚ

のブミレ、 おきてじに

『
ジ
ャ
ン
グ
ル
ノ
ー
～
お
い
ら
の
世
界

お
い
ら
の
お
図

頭
領
ア
ケ
ー
ラ
治
め
る
ヅ
ャ
ン
ン
ル

お
れ
は
モ
ー
ゲ
リ
は
だ
か
で
は
だ
し

お
れ
の
先
生
は
》
〈
ル
ー
に
バ
ギ
ラ

墨
、
〔
繰
返
し
）

バ
ル
１
ふ
と
つ
ち
よ
め
が
ね
を
か
け
て

ご
し
よ
う
だ
い
じ
に
鍵
の
お
も
り

墓
、
（
繰
返
し
〕

や
ぶ
で
て
だ
れ
の
バ
ギ
ー
ラ
兄
貴

水
も
泳
げ
ば
木
＄
よ
ぢ
の
ぼ
ろ

鴎
、
〔
繰
返
し
〕

パ
ン
決
口
シ
沙
は
仲
間
ぢ
や
祓
い
ぞ

カ
ー
に
此
か
れ
て
し
っ
ぽ
で
も
帝
せ

五
、
（
繰
返
し
〕

虎
の
お
あ
ま
り
い
れ
頂
く
タ
バ
キ
ー

や
ぶ
の
な
齢
れ
だ
意
気
地
な
し
よ

穴
，
〔
繰
返
し
〕

虎
の
シ
ア
ー
ア
カ
ン
い
ば
っ
て
ゐ
ろ
が

お
れ
の
目
玉
に
や
か
汀
い
は
し
ま
ひ

シ
ャ
ン
ゲ
ル
７
１
お
い
ら
の
世
界

お
い
ら
の
お
閻

頭
楓
ア
ケ
１
ラ
治
め
る
ヅ
ヤ
ン
ゲ
ル

P

后

」
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２３うらの坊や

ウチノポウヤハリコウナ坊ヤワタシノイフコトヨクワカノレ

うちのぽうやはりこう江坊やわたしのいふこさよくわかる Ｐ」

頤

1jl･テテヲーアゲテコチラヲムイテオメ、オメ、フ1-〆、オー

おてＬ韓あげてこちら趣むいておはなおlj左おはなﾌﾞﾘ･－
三
「
お
く
ち
」

四
「
お
ち
鶴
」
と
次
簸
に
下
り
て

五
「
お
へ
そ
」
に
至
り
て
止
む

善
乢
な
．
ハ
パ
Ｉ
可
愛
い
子
供
を
つ
れ
て
遊
び
居
る
姿
で
あ
る
。
表
情

浜
に
膳
し
げ
北
り
。
上
船
に
し
て
軽
妙
、
家
庭
に
凧
び
て
而
白
し
。

二
「
お
ば
な
」

｜
う
ち
の
坊
や
は
利
巧
な
坊
や

私
の
い
ふ
こ
と
よ
く
わ
か
る
（
こ
れ
ま
で
合
唱
〉

お
て
援
齢
上
げ
て
（
父
が
手
を
上
げ
る
子
も
上
げ
る
〕

こ
ち
ら
遊
向
ひ
て
〔
両
人
向
ひ
今
ふ
〕

「
お
め
め
」
（
父
自
分
の
眼
を
指
し
て
示
す
〕

「
お
め
妙
」
〔
子
も
我
鵬
な
術
し
て
云
ふ
〕

お
し
－
１
〔
父
塘
し
げ
に
善
ぴ
て
蛤
へ
戻
る
〉

Ｌ
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オ
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Ｊ
１
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馨
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ヤラウヨオイラノナヵマ

くらそょおいらのなかま

カリ

し〈

シヅ

たの (三）ウカ ウオ

森
森
課
の
子
子
狼

岩
の
ま
ご
ゐ
に
限
を
輝
か
し

長
わ
ら
や
ま
ふ
ま
ご
こ
ろ
み
せ
て

し
つ
か
り
や
ら
ふ
ょ
お
い
ら
の
仲
間

一一

森
森
森
の
子
子
狼

腹
い
同
然
に
手
足
態
の
ば
し

熊
に
脅
ふ
た
お
き
て
に
よ
っ
て

梁
し
く
幕
そ
ょ
お
い
ら
の
仲
間

一｝｜

森
森
森
の
子
子
狐

眞
赤
な
花
に
胸
ご
賀
ろ
か
し

豹
の
お
話
、
う
れ
し
く
聞
い
て

元
氣
に
遊
ぽ
ょ
お
い
ら
の
仲
間

ウ
オ
１
ウ
オ
ー

篭

ロ」
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凡 Ｌ

ツ
つ

デ
で

キ
う

⑭

ン
』
）

ゲ
リ
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しんせつに

モ
９
℃

ア
『
あ

力
か

ア
あ

薑二三
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説
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上.ご￣Ｉ

力
か

ア
ユ
の

カ
カ

オホカン

おほ力、ん

ノ
の

べ
ぺ

森
に
育
っ
た
狐
部

赤
い
Ⅲ
子
に
赤
毛
の
じ
ゃ
け
っ

い
つ
も
利
巧
で
親
切
に

赤
赤
赤
の
狼
部

森
に
育
っ
た
狼
部

赤
い
Ⅲ
子
に
赤
毛
の
じ
ゃ
け
つ

い
つ
も
元
掘
で
快
活
に

赤
赤
赤
の
狼
部

一一

ワ
オ
ー
ウ
オ
ー
ウ
オ
ー

ワ
オ
ー
ウ
オ
ー
ウ
オ
ー
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ぱめの歌３５つ

野口雨愉歌
中111軒午１１１１

Ａ

写

[~2

カヘルツバーメーハコノーハノーオフネネ

ふれが１．J〕れ－れ_ばつｌｒ￣必&－（ﾘｵﾚろね

P臣、

廷匿蓬電
ナミニニーラーソリャオフーネハーユレルネサニレルネ

つばめ勺､－ヘーろにゃおく－'二が－とぼいjIqさり)れろね

（
木
の
葉
の
お
舟
）

｜
、
か
へ
る
つ
ぼ
め
は

木
の
薬
の
お
舟
ネ

波
に
ゆ
ら
れ
Ｊ
や

お
舟
は
ゆ
れ
る
ネ

サ
ゆ
れ
る
不

二
、
舟
が
ゆ
れ
れ
ば

つ
ば
必
も
ゆ
れ
る
不

つ
ぼ
め
か
へ
ろ
に
や

お
図
が
蓮
い
ネ

サ
と
ほ
い
千

二
、
と
ぱ
い
お
卿
ヘ

ほ
の
な
い
お
舟
ネ

波
に
ゆ
ら
れ
て

つ
ば
必
は
か
へ
る
ネ

サ
か
へ
る
ネ

鶴
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３６わ
〕Ｑ

し

Ｃに。尋小唱）

石

１１

二'三面f酉;|]ミヨ!=gEI

１
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ズヱノ

たら－に

ルラウポｸﾉ

(ぜつかいの

クモフシノ

どたう一ざか

ゲ
ま

ｌ

や
】

曰

拳
Ｖ

,｡_(聖司罰
I｢! ］望一

一

ｻﾞヨー

ウヘノアラワシハ

スクフあらわしは

ロキウチウヲヘイゲイ

らしをついてあ戎かけ

ピ
あ 【

_勘気lii＝
ｕ
勺

憲霞譽讓調
奪二信 －ｍ1ノロ!

クンシユサナガラニ

ひ侭にえ雄,(ｉこ慾

ミソラノ ケダカ〃

やさし〈

ス
Ⅵ
ソ

はぐくむ

一一一－

］一》トーーーー
ーー三一

１－゜ｌID

トリノフウー

と、のわう－

ワシノス

わしのこ

が
と

夕
”
わ

ラヲシ

つよし

二
、
怒
涛
さ
か
ま
く
絶
海
の
．

孤
島
に
葉
く
ふ
離
職
は

ア
ラ
シ

暴
風
雨
を
つ
い
て
わ
叢
か
け
り

青
く
む
雛
に
餌
を
迩
鐸

や
さ
し
く
種
し

烏
の
王
鷲
の
心

『
雲
を
し
の
げ
る
老
木
の

梢
の
上
の
舵
鷲
は

ヘ
イ
グ
ィ

騰
さ
宇
宙
を
碑
睨
す

み
空
の
君
主
さ
な
が
ら
に

氣
高
く
雄
為
し

鳥
の
王
離
の
姿

曇

。

Ｌ_
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37證城寺の狸雛

F=Ｂ 一
画

ツキヨダ,

つきよ'こ

識娘寺ノニハハ

蔽城寺の’よざは
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-つ－つ

識奴寺
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證
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iiM

證

證
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3ｓ燃える赤い火

ｎｍｅｓｓｈａＷのIHIより

存しI嘉藤端詞並IHI

□

もえろもえろ あかい ひ

鑿 渥亜=#二Ｊiﾖ三;犀E＝匡筐差!i三圧E三 苧

【

パチパチもえろ あ一かい火

竈室二三菫二二三

１｜壽

J面）。

パテバチとパチパチ ざ

鹿■里虹憎

二髪。；し｡

－ｑＬ －ｌ４．

やくもえろあ勺ｎＶ、ま
火

○
「
燃
え
る
赤
い
火
」
は
も
え
ろ
？
～
の

日
本
語
限
あ
て
は
蚕
ろ
や
う
に
英
図
の

冒
日
の
、
ｍ
］
届
ゴ
の
曲
を
遡
犠
に
編
曲
し

て
作
っ
た
も
の

パ
チ

バ
チ
ピ

パ
チ

パ
チ
と

は
や
く

鱗
え
る赤
い
火

燃
え
ろ燃
え
ろ

赤
い
火

。
〈
チ
パ
チ

己
】

ぷい戸燃
え
ろ

赤
い
火
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アフリカ土人の歌

Ｉ

シンシヤンク゜リグリグリがリワツシヤシンシヤンウキリウヰリヤ

華
四コ

;J厘二kL-'三[三Ｊ＝弓
11.

膣 Ａ
B9B

イエ イエラ チヤノィフ

「
■

奪菫三雲＝
乱 1コ霊芦|Ｉ一任,現ﾃｰﾄﾞ←ノ

01･1〆「

イエラ チャラ（チヤ 少ざ

悪震翌=＝

E繭 xヨ!Ｉ
ピ

』
ﾉ

und、． ノ

１１

ヒオウヂャパラ ヂヤパラ チヤノぐう

イ
エ
１
ラ
イ
ニ
ラ
チ
ヤ
パ
〔
獲
物
發
見
〕

イ
エ
ラ
チ
ヤ
パ
チ
ヤ
ラ
バ
！
（
仕
止
あ
た
り
）

イ
エ
ー
ラ
イ
エ
ラ
チ
ヤ
バ

イ
エ
ラ
チ
ヤ
パ
チ
ヤ
バ
ラ
！

ヂ
ヤ
バ
ラ
ヂ
ヤ
バ
ラ
ヂ
ヤ
バ
ラ

（
静
か
に
寄
る
）

水
ウ
イ
ー

ハ
ヒ
ャ
ウ
〉
（
奇
難
関
を
上
ハ
、
〉

壮
快
奇
抜
、
轡
火
の
演
技
今
」
し
て
・
・
・
・

群
人
出
蝋
の
姿
に
て
走
り
出
ろ
。
背
後
に
怪
げ
な

ろ
物
一
音
に
て
拍
子
あ
と
っ
て
唱
ふ
。

シ
ン
シ
ャ
ン
ウ
キ
リ
ウ
ヰ
ウ
リ
ヤ

シ
ン
シ
ャ
ン
か
り
か
り

シ
ソグ
リ
グ
リ
ワ
ッ
シ
ヤ

グ
リ
グ
リ
ワ
ッ
シ
ヤ

シ
ン
シ
ヤ
ン

シ
ャ
ン
グ
リ
グ
リ

ウ
キ
リ
ウ
ヰ
ウ
リ
ヤ
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4ｏ臺鱈蕃祗の歌

ﾊシッーカニ
9-二二鯨 －－１

.鳶鈩ﾋﾞゴ
~こ「

。

←

エイエイエイヤアハィエィヤアハイアハイ

Ａ
｡

睡錘圭三垂三二奎毫-岸｡－骨＿

奪 F□z二Ｆ
八

エヤァハイアァアアアアハ－イアアアアアアハ

ロ

Ａ －－昌睡

却

圭一ﾖ露ヨ
ヅー

イイハィヤーハィニヤアアアアハ

ハ 可Ｌ､

壜Ｉ零藝鑪竈
エャァハィアァァァァァハーーィアァァアアァハーイ

（纈坤朧鋳鋼壺暉隷鋺誌がよい。簡）

エ
ヤ
１
〈
イ

山国

エ
ヤ

ハ
イ
ヤ
ハ
イ

イ
エ
１
イ

ア
、
ア
、
ア
、

ア
、
ア
、
ア
、

ア
、
ア
、
ア
、
〈
１
イ

了
、
ア
ミ
ア
、

ハ
ヱ
。 エ
ヤ
ア
ハ
イ
ア

》エ
ヤ
ア
、
ア
、

＝

ヤ
ア
ハ
イ

ハ
マ
ー
ノ
イ

／、

１

イ

ハ
ー
シ
イ ハ
ー
イ
’

丙

〈
１
１
イ
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零三三三蔓
三二

二Fｺﾞヨョー２

ワイヤハイヨホワイ ハイハイョ ヨが冠
￣Ｕ

八

三二三二泰;！ 三」』 唱夕

愚

ホーワイワイ百ヤ '、イョソノ ヤホ

必,

iＥＩＩ

ワイヤ竃ャホワイヤイヤ ホエャホワイ ヤ

ハ
イ
ヨ
ー
ボ
ー
ア
イ

ア
ミ
族
の
蒜
人
が
喝
ふ
ち
の
で
目
出
た
い
時
な
ぎ
に

即
興
的
な
歌
詞
を
つ
け
て
う
た
ふ
も
の
。
剛
な
れ
る

と
大
通
に
純
朴
な
、
可
蕊
い
感
じ
が
自
然
に
湧
い
て

来
る
。

ハ
イ
ヨ
１
ホ
ー
ワ
イ
ヤ

●

ハ
イ
ヨ
ー
ア
ホ
Ｔ
Ｉ
）
ソ
イ
ヤ
ー

エ
ヤ
ホ
ワ
イ
ヤ
１

エ
ヤ
ホ
ワ
ネ
ヤ
イ
ヤ
ア

水
１
ワ
イ
ヤ
ー

ホ
ー
ワ
イ
ヤ
ー

ハ
イ
ヨ
１

晟弓丙

鋤
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を
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が
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掲
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旗
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事
た
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ド
イ
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の
輕
脇
兵
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序
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よ
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も
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。
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快
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又
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善
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や
う
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・
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に

露
ふ
み
趣
ゆ
ろ
山
路
。
」
（
繰
返
し
〉

二
森
次
ぐ
そ
よ
風
汎
々
々

祁
秘
の
調
は
暁
々
今

「
不
平
の
あ
ら
し
は
ご
く
吹
営
拭
は
れ

祁
秘
を
か
た
る
こ
ず
息
。
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マ
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夕
静
け
を
森
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中

月
光
木
の
間
洩
る
と
こ
ろ

雲
流
れ
．
ゆ
く
黎
明
の

光
に
大
気
身
に
享
け
て

わ
れ
人
生
を
恩
ふ
か
な

二
額
に
汗
の
雫
な
す

努
力
の
漱
喜
君
知
る
や

胸
に
た
た
ふ
る
蝋
酬
の

机
愛
の
愉
仙
を
救
ふ

信
條
高
く
順
と
燃
え
て

濁
恕
の
伽
を
照
す
な
ん

三
瀬
海
の
演
日
の
川
づ
る

圏
ぞ
祁
訓
の
開
き
て
し

尊
き
日
本
道
の
凹

廼
義
す
た
れ
て
混
乱
の

世
界
の
晴
雄
照
す
こ
そ

わ
が
民
族
の
使
命
な
れ

四
求
め
よ
さ
ら
ぱ
典
へ
ら
れ

叩
け
ば
開
く
向
上
の

一
路
た
ど
ら
ん
我
が
友
よ

来
れ
ば
ろ
か
仁
永
遠
の

希
望
の
光
仰
ぎ
つ
」

貴
く
生
き
ん
も
る
と
も
に

F
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羽
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ば
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し
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若
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れ
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～
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風
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波
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四
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わ
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若
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秋
泄

さ
ら
だ
ノ
ー
肚
界
の
し
の
の
め
だ

今
に
か
が
や
く
朝
焼
だ

玉

何
が
羊
か
ろ
わ
し
ら
は
若
い

心
だ
て
な
ら
主
の
ょ
だ

き
ら
だ
ノ
ー
鋼
戯
の
ひ
醇
く
ょ
だ

地
か
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噴
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出
す
其
清
水
だ

ざ古
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いﾌﾞﾐIJI図
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お化とし
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のの擁は
後生寵若
繼へだv、
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プミ
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び
る
耐
へ
る
わ
し
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若
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い
づ
れ
柱
に
な
る
木
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き
う
だ
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～
見
て
ゐ
ろ
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れ
か
ら
笈

今
に
お
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背
頁
ふ
木
（
ボ
ク
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挫
き
森
の
蔭

汚
れ
な
き
蒜
き
捧

靜
か
だ
ろ
平
石
の

耐
の
代
に
に
し
起
臥
患

い
ざ
や
ノ
ー
い
ざ
試
み
ん

赤
澤
山
の
仮
の
楕

墨
山
の
砦
打
ち
く
だ
き

流
れ
に
流
る
蕊
科
の

そ
れ
よ
り
弧
営
意
気
持
ち

嵐
戯
の
如
き
覗
き
身
態

い
ざ
ゃ
ノ
ー
ｕ
ご
つ
く
ら
な
ん

炎
に
も
水
に
も
た
⑭
る
身
を

三
木
に
す
だ
く
ひ
ぐ
ら
し
の

一
昔
も
や
み
し
星
の
夜
に

か
醒
Ⅱ
の
ま
ど
ひ
今
果
て
Ｌ

っ
ら
胆
し
天
幕
を
今
日
の
宿

い
ざ
や
７
～
い
ざ
眼
ら
な
ん
。

．
錦
に
優
る
軍
桃
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赤
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中
野
忠
八
歌

一
み
ど
り
膿
を
松
の
蔭

け
が
れ
な
き
白
き
砂

底
も
か
ゆ
ろ
や
鴫
の
湖

祁
の
代
に
似
し
起
伏
を

い
ざ
や
い
ざ
や
い
ざ
試
み
ん
・

雄
松
川
の
暇
の
宿

二
雲
の
峯
湧
さ
超
ち
て

高
さ
き
そ
ふ
や
比
典
伊
吹

そ
れ
よ
り
高
き
意
氣
態
も
て

眞
鋤
の
如
き
弧
脅
身
を

い
ざ
や
い
ざ
や
い
ざ
造
ら
た
ん

火
に
も
氷
に
も
堪
ゆ
る
身
心

罠
そ
ょ
吹
く
風
に
寄
る
波
の

一
昔
も
締
け
し
日
生
の
夜
に

健
鬼
の
ま
ど
ゐ
今
果
て
凡

つ
ら
ね
し
テ
ン
ト
を
今
日
の
宿

い
ざ
や
い
ざ
や
い
ざ
眼
ら
な
ん

錦
に
ま
さ
る
草
枕
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し
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緋
一
塁
遠
江
東
海
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粟
地
を
占
む
る
圏
は
二
つ

力
あ

縣
は
一
つ
の
静
岡
ょ
。

ヲ
リ

ニ
図
の
錘
め
と
一
筋
士
の
峰

千
古
の
雲
を
鋤
き
て

ヅ
か

朝
日
夕
日
に
か
蟹
や
け
ば

海
山
す
べ
て
光
あ
り
。

三
五
面
方
里
の
土
地
肥
え
て

シ
ひ

天
與
の
産
は
品
多
く

黒
潮
洗
ふ
海
岸
に

ノ
ー

寄
せ
来
る
船
も
あ
ま
た
あ
り

ッ
て

四
久
能
山
上
永
へ
に

灘
雌
骨
な
埋
め
た
り

ト
ペ

背
山
爆
下
の
忠
勇
は

こ
す

後
の
世
ま
で
の
語
り
草

五
図
の
す
が
た
を
明
ら
め
て

一
古

紙
は
高
き
賀
茂
の
大
人

《
や

西
の
文
化
を
反
射
雌
に

ン
み

移
し
た
て
た
ろ
江
川
蒻

ケ
う

一
〈
偉
人
の
跡
を
忍
び
っ
上

我
が
責
任
を
届
ふ
と
き

若
き
血
潮
は
高
鳴
り
て

前
途
遮
る
も
の
ち
な
し
。
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一
夢
よ
り
淡
き
三
日
月
の

大
内
山
に
梢
ゆ
る
時

し
り

先
の
帝
の
御
車
は

染
の
い
て
ま
し
あ
ら
せ
ら
る

掌
火
砲
の
ひ
ぜ
さ
と
臣
ろ
を
て

う
け

有
や
み
や
ぶ
る
一
刹
那

乃
木
大
孵
は
御
後
を

セ
に

蕊
ひ
ま
つ
り
て
逝
き
に
げ
リ

ラ
を
三
日
咳
捧
げ
し
誠
心
は

ァ
ゆ

ま
た
魂
に
な
り
か
は
り

天
つ
御
幽
の
大
君
に

天
地
は
共
に
仕
ふ
ら
ん

ソ
て

マ
リ
四
六
十
四
年
の
生
涯
は

日
本
の
武
士
の
か
蝉
み
に
て

デ
つ

を
は
る
最
期
の
か
が
や
き
は

純
美
崇
高
極
み
な
し

ィ
ま

五
超
て
ょ
武
夫
武
士
道
の

桃
化
を
《
」
上
に
か
ざ
ら
ず
や

一
ひ

今
し
鋭
心
〔
卜
試
ゴ
ロ
〕
超
き
ず
は

腰
の
つ
る
ざ
に
恥
あ
ら
ん

ノ
た
六
わ
が
帝
幽
の
同
胞
よ

一
フ
｜

鬼
祁
涙
に
咽
ぶ
べ
き

〈
し

こ
の
壯
烈
に
璽
戎
ず
ぱ

波
の
胸
に
血
汐
な
し

詞

P
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四

ヲ
ぃ
皇
歴
史
に
麓
ろ
忠
と
蕊
の

稀
は
高
崎
の
泉
傍
寺

一
し
な
ら
兆
万
艸
爬
む
す
苔
の

土
ｍ
語
ら
ん
人
ぞ
よ

力
求

二
さ
四
定
あ
し
日
に
も
な
り
し
か
ぱ

お
の
ノ
ー
支
度
主
と
坐
の
へ
て

。
、

づ
Ｖ
泉
岳
寺
に
ぞ
念
し
げ
る

そ
の
数
正
に
四
十
七

一
一
一

〃
も
五
か
坐
り
し
胸
の
雲
勝
れ
て

昇
る
心
の
朝
ｎ
か
げ

シ
く
か
蝉
や
く
空
に
満
つ
る
名
の

ほ
ま
れ
は
暹
し
千
代
ま
で
も

ス
を

〔
行
進
紙
に
適
す
る
様
鍵
Ⅱ
す
）

カラン

シ
ざ

きたれ

二
恨
は
つ
も
る
雪
の
夜
に

主
君
の
仇
を
か
へ
し
た
る

四
十
七
士
切
物
語
り

聞
く
も
勇
ま
し
い
ざ
來
れ

￣

君
の
悪
に
比
承
れ
ば

沸
士
の
高
根
も
高
か
ら
ず

髪
の
毛
よ
り
も
軽
き
身
は

拾
つ
る
に
何
倍
に
し
か
ら
む

陣
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喘
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コ
ザ
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→
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へ
る
胡
砂
血
に
赤
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一一

高
梁
摩
く
浦
洲
は

組
へ
廊
艇
の
職
に

わ
が
忠
勇
の
勝
率
が

屍
に
換
へ
し
土
地
な
る
ぞ

－］一

萩
瓜
さ
む
し
表
忠
塔

い
ま
暴
民
の
靴
さ
き
に

踏
み
に
じ
ら
れ
て
祁
州
の

画
威
危
う
ぐ
壁
ち
ん
と
す

四

訓
統
二
千
六
百
年

派
義
隙
く
大
日
本

天
地
に
恥
ぢ
ぬ
椛
益
態

躍
洲
す
ろ
は
何
奴
ぞ

一二

趣
て
よ
い
ざ
超
て
剛
氏
よ

起
ち
て
正
義
の
検
を
執
れ

い
ま
ぞ
國
威
を
示
さ
ず
ぱ

あ
Ｌ
千
歳
に
雌
あ
ら
ん
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決
せ
ん
ご

寄
せ
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処
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時
維
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三
十
八
年
の

狭
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深
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五
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敵
艦
凡
叩
と
の
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報
に

勇
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立
ち
た
る
我
が
艦
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｛一一

早
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て

旋
旗
堂
々
荒
波
を

蹴
立
て
槌
進
む
日
本
海

頃
し
も
午
後
の
一
時
半

年

０口
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、

四

霧
の
絶
間
を
見
渡
せ
ば

敵
艦
合
せ
て
約
川
十

二
列
の
縦
陣
作
り
つ
上

對
馬
の
沖
に
さ
し
か
Ａ
沿

運

戦
機
今
や
と
待
つ
程
に

旗
艦
に
鵜
れ
る
信
號
は

皇
閣
〔
み
く
に
〕
の
興
腰
こ
の
一
．
禦

各
貝
瀬
剛
努
力
せ
よ

』
〈

干
栽
不
朽
の
命
令
に

釜
鏥
深
く
感
激
し

一
死
奉
公
こ
の
時
さ

士
氣
旺
蝋
に
天
を
つ
く

桧

第
一
第
二
戦
隊
は

敵
の
行
手
を
柳
へ
っ
ｆ

其
の
他
の
戦
隊
後
よ
り

敵
陣
近
く
遁
ひ
遁
ろ

＜巾

い
つ
し
か
Ｈ
は
暮
れ
水
濡
の

激
し
き
攻
鰹
一
絶
間
な
く

叉
も
あ
ま
た
の
敵
艦
は

底
の
藻
屑
ご
淌
え
失
せ
ぬ

八

敵
の
先
頭
「
ス
ウ
ォ
ー
ロ
フ
」
の

第
一
弾
を
初
め
ざ
し

彼
等
の
打
ち
出
す
砲
蕊
に

天
地
刷
る
Ｌ
斗
Ｊ
江
り

九

水
柱
向
く
立
ち
の
ぼ
り

爆
煙
黒
く
み
派
ざ
り
て

戦
愈
々
れ
け
な
は
に

両
軍
死
傷
致
死
れ
ず

一
○

さ
れ
ど
蝦
へ
に
銀
へ
た
る

吾
が
艦
隊
の
鋭
鋒
に

敵
の
蚊
鵬
は
沈
没
し

陣
形
飢
れ
て
川
分
玉
裂

一
一
｜

明
く
る
あ
し
た
の
晴
天
に

敵
を
索
必
て
行
を
行
け
ば

う
つ
り
よ
う
島
の
ほ
ざ
Ⅶ
に
て

白
旗
を
掲
げ
し
艦
（
ふ
、
〕
四
隻

一一『｝

副
將
こ
上
に
隆
を
乞
ひ

主
將
は
我
れ
に
桃
は
れ
て

古
今
の
歴
史
に
例
な
き

大
戦
功
を
收
め
け
り

一
四

昔
は
元
軍
十
総
繭

筑
紫
の
海
に
沈
め
た
ろ

祁
先
に
勝
る
忠
勇
を

示
す
も
霧
の
大
御
陵
戒

一
五

図
の
光
を
加
へ
た
る

我
が
海
軍
の
ほ
ま
れ
こ
そ

千
代
に
八
千
代
に
曇
り
な
き

朝
日
と
共
に
脈
か
功

『■可

！

Ⅷ
雪
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〃
か

ノ
て

二
》
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鱒イデ

ふ（領

イマクク

ふげたたび

ク

に

｝
’
ず

こ
み

力
は

ユ

〈

フ
の

!;=三二三三三二露三重E二逵重二三二
ワキ

らす蟹

少、クヒルーガヘリ

は－江にいさをを

チハ

かざ

デ
ぱ

＝＝＝居呂＝呂呂＝＝＝＝
■￣

ネ
リ

ツノゼ'ラカンコノ

ち一りて

ヘヤ

らぬ

．

わがみな力塾へ

日
出
づ
ろ
園
の
武
夫
が

今
戦
ひ
に
出
で
て
行
く

旗
び
る
が
へ
り
血
は
浦
き
て

徽
呼
の
蕊
や
ラ
ッ
パ
の
音

．｜『・・一一今

戦
ひ
勝
ち
て
還
ら
ず
ぱ

ニ
た
び
は
見
ず
父
母
の
國

花
よ
功
瓢
を
飾
ら
ず
ぱ

散
り
で
か
へ
ら
ぬ
吾
身
な
り

ヨー
ー」

富
士
と
秩
父
の
雨
山
が

見
渡
す
兵
士
の
肩
の
波

揃
ふ
定
な
み
大
海
の

早
や
敵
箪
を
呑
童
ん
と
す

１
丁
１
四
ｈ
、

戦
争
す
る
身
と
空
の
鳥

い
づ
く
に
巣
つ
る
飛
行
機
か

空
の
兄
弟
頼
ん
だ
ぞ

地
は
引
受
け
た
日
本
刀

五

大
和
魂
弾
丸
こ
め
て
．

Ｌ
撃
ち
出
ず
と
こ
ろ
敵
の
影

雲
か
霞
か
魔
と
消
え
て

王
師
は
光
り
蝿
け
り

鐸

繕

9４
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『
日
の
大
祁
が
日
の
凶
を

壁
め
た
ま
ひ
し
建
国
の

寳
昨
無
窮
の
大
詔

》
か
げ
て
憲
章
の
矩
ぞ
明
き

あ
あ
大
空
に
日
は
照
れ
Ⅲ

我
等
が
途
に
光
あ
り

ニ
此
の
凹
土
を
産
み
瀬
せ
る

祁
祁
の
力
我
に
あ
り

物
て
ふ
物
を
生
ず
な
る

か
の
日
の
受
、
我
れ
に
あ
り

あ
あ
大
空
に
日
は
照
れ
Ｊ

我
等
が
途
に
光
あ
り

三
皇
國
の
生
命
新
ら
し
く

民
族
に
生
く
る
迷
國
の

不
壊
の
精
祁
に
諸
人
の

柴
ゆ
く
図
を
う
ち
建
む

あ
あ
大
空
に
日
は
照
れ
り

我
等
が
途
に
光
あ
り

五
●
日

５
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シ
み
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匡一■且

３
｜
に
あ
ア

ー
ニ
調
繭
歳
を
謎
へ
つ
」

２
’
一
ノ
ろ
１

大
地
に
生
，
、
る
民
皆
』
い

い
’
一
一
ぱ
う

希
望
久
遠
の
順
を
鰐
し

５
一
一
。
’
一
カ

カ
と
汗
の
通
を
行
く

・
５
｜
・
少
の
チ

！

上
り
ひ
鉋■■

２
一
一
力
武
』
一

２゜２５
－－－

ツーシイ

すが゛戈
員チヲ

１
’
一
（
の
ノ

１
ッ
な
グ

ー５
－
－
デ
か
ユ

ロ

軍
光
縦
る
る
日
の
本
の

天
津
洞
の
御
位
は

耐
の
御
喬
の
み
柴
に

一
耐
の
悪
の
問
千
穂
に

心
の
鏡
愛
の
玉

正
義
の
刺
鎮
り
な
く

図
の
光
は
さ
し
出
で
っ

昇
る
旭
の
姿
か
た

Ｆ可

§

己。
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■

■
ワ
串
・
Ｌ

一
恩
へ
ぼ
長
し

祠
武
の
帝

御
國
を
建
て
さ
せ

た
ま
ひ
し
時
も

親鈎試
読錘窪

まふ
（
再
唱
〕

「
極
東
洋
上

日
出
づ
る
団
を

踊
古
に
間
む
ろ

男
兒
の
響

我
等
は
陸
軍
詩
人
ぞ
」

二
三
千
年
來

例
を
シ
」
上
に

我
等
が
頭
背
は

世
界
に
比
無
き

允
丈
允
式
の

わ
が
大
君
よ

（
再
唱
〕

三
両
等
股
肱
と

心
を
一
に

守
る
と
仰
せ
し

五
つ
の
御
訓

深
く
屯
刻
め
り

我
等
が
肝
に

〔
再
哨
〕

四
御
凹
の
鰯
に
は

命
は
柵
の
毛

義
た
見
て
進
む
に

水
火
も
瀞
せ
ず

克
忠
克
孝

こ
れ
我
が
心

〔
再
唱
〕
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吾
は
肯
正
我
敵

之
に
従
ふ
兵
は
共
に
標
忰
決
死
の
士

鬼
祁
に
恥
ぢ
ぬ
更
あ
る
も
天
の
許
さ
ぬ
反
逆
を

・
超
せ
し
者
は
昔
よ
り
菜
え
し
試
し
非
ざ
る
ぞ

敵
の
亡
ぶ
ろ
そ
れ
ま
で
は
進
め
や
進
め
諸
共
に

玉
散
る
刺
抜
き
連
れ
て
死
す
べ
き
蝿
僻
で
進
む
翁
へ
し

一一

ろ
く
に
の
風
と
武
士
は
其
の
身
逆
守
る
魂
の

維
新
シ
」
の
か
た
す
た
れ
た
ら
日
本
刀
の
今
更
に

又
肚
に
出
、
つ
る
身
の
ぼ
ま
れ
敵
も
味
方
も
諸
共
に

五
の
下
に
死
す
べ
き
に
日
本
魂
あ
る
も
の
」

死
す
べ
き
時
は
今
な
る
ぞ
人
に
後
い
て
靴
か
く
な

敵
の
亡
ぷ
る
そ
れ
迄
は
進
め
や
進
め
諸
共
Ｆ

王
散
ろ
劔
抜
を
つ
れ
て
死
す
べ
き
礎
僻
で
進
む
雫
く
し

一一一

前
を
望
め
ば
肌
な
り
右
も
左
も
皆
つ
る
ざ

剣
の
山
に
登
る
の
は
未
来
の
事
と
聞
き
つ
る
に

此
の
世
に
於
い
て
主
の
あ
た
り
刺
の
山
に
登
る
の
屯

我
身
の
な
せ
る
罪
業
を
減
す
た
め
に
あ
ら
ず
し
て

賊
を
征
伐
す
る
が
た
め
刺
の
山
も
何
の
そ
の

敵
の
亡
ふ
ろ
そ
れ
ま
で
は
進
め
や
進
め
諸
共
に

玉
散
る
剣
抜
き
つ
れ
て
死
す
べ
き
覚
偏
で
進
む
べ
し

敵
の
大
鵬
た
る
も
の
は

9１
一
上

技
￣

二
Ｌ
Ｃ
ｎ
Ｐ

コ
ノ
州
割
容
れ
ざ
る
朝
敵
ぞ

古
今
無
墜
の
英
雄
で

刀
隊

ご】

四
方
に
打
出
す
砲
蝉
は
天
に
ご
堂
ろ
く
雷
か

敵
の
五
に
伏
す
者
や
九
に
く
だ
け
て
玉
の
緒
の

絶
え
て
果
敢
な
く
死
ね
る
身
の
屍
は
種
ん
で
山
を
な
し

其
の
血
は
流
れ
て
川
を
な
す
死
地
に
入
る
の
も
君
の
た
め

散
り
亡
募
る
そ
れ
ま
で
は
進
め
や
趣
め
諸
共
に

玉
散
る
刺
抜
き
つ
れ
て
死
す
べ
き
礎
悟
で
進
む
く
し

五

弾
丸
雨
飛
の
間
に
も
二
つ
無
き
身
を
惜
し
ま
ず
に

進
む
我
身
は
野
風
に
Ⅸ
か
れ
て
紬
ゅ
ろ
白
露
の

果
敢
姉
を
最
後
を
ご
ぐ
る
さ
も
忠
義
の
蝿
に
死
す
る
身
の

死
し
て
甲
斐
あ
る
者
な
れ
ば
死
す
る
も
更
に
根
な
し
、

我
芭
思
は
ん
人
達
は
一
歩
も
後
へ
引
く
江
か
れ

敵
の
亡
ぷ
る
そ
れ
ま
で
に
進
め
や
進
め
諸
共
に

玉
散
る
鮒
ぬ
き
つ
れ
て
死
す
べ
き
蝿
悟
で
進
む
べ
し

｛ハ

我
今
こ
」
に
死
な
ん
身
の
君
の
総
な
り
脚
の
た
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茂
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０
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烈
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行
鐡
の
敵
の
陣
、
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我
の
友
隊
す
で
に
攻
む

折
か
ら
凍
る
二
川
の

二
十
二
Ⅱ
の
午
前
九
時
。

二
、
命
令
下
る
硴
而
に

開
け
歩
兵
の
突
鴫
路

待
ち
か
ね
た
Ｊ
と
エ
兵
の

誰
か
後
れ
を
と
る
べ
き
や
。

三
、
中
に
も
進
む
一
組
の

江
下
北
川
作
江
た
ち

喋
れ
る
心
か
、
て
よ
り

恩
ふ
こ
と
こ
そ
一
つ
な
れ
。

四
、
我
等
が
上
に
鋤
く
は

天
皇
陛
下
の
大
稜
威

後
に
頁
ふ
は
川
民
の

意
志
に
代
れ
る
砿
営
任
。

五
、
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ざ
こ
の
時
ぞ
錐
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祁
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史
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剛
を
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忠
勇
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Ｈ
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男
子
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頚
す
ば
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ざ
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夜
明
け
の
鐘
主
ご

天
皇
陛
下
お
喜
び

皆
々
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し
ば
手
う
れ
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い
江
母
さ
ん

皇
太
子
さ
奉
希
生
れ
た
っ
た
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サ
イ
レ
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ー
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ン
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ン
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ン
ゴ
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夜
明
け
の
繩
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皇
后
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皆
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皇
太
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ま
お
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な
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ー
ー
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燐
等
の
好
き
な
綱
長
は
白
い
お
家
に
鼻
眼
鏡

團
服
請
け
て
杖
持
っ
て
何
時
も
元
氣
で
一
一
１
．
－
－
コ

』一

僕
等
の
好
き
な
細
長
は
鯉
兄
の
偽
と
言
ふ
な
ら
ば

お
風
の
巣
の
果
ま
で
も
喜
び
勇
ん
で
行
か
れ
ま
す

一一一

僕
等
の
好
き
な
紬
長
は
古
稀
の
お
年
に
な
ら
れ
て
も

従
冬
丈
夫
で
偉
い
方
細
長
彌
榮
イ
ー
ャ
サ
カ

後
藤
総
長
彌
榮
の
歌

Ｐ

面

（
Ｓ
あ
か
、
さ
す
陽
は
西
に
入
り
と
ぱ
Ｊ
は
お
り
ぬ
森
の
中

こ
ふ
は
平
石
の
植
民
地
少
年
村
の
夜
は
深
し

〔
二
〕
高
な
る
血
汐
赤
澤
に
楽
し
み
待
ち
し
樋
の
キ
ャ
ン
プ

歌
へ
や
蹄
れ
我
が
鯉
兒
キ
ヤ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
は
初
り
ぬ

（
三
〕
燃
え
立
つ
か
蛍
り
中
に
し
て
渦
ま
く
煙
収
Ｊ
巻
を
て

い
ざ
や
歌
は
ん
我
が
幽
砿
い
ざ
や
職
は
ん
我
が
班
縦

〔
四
〕
健
児
の
こ
上
る
赤
く
燃
え
砿
朧
高
く
郷
ひ
詞
り

尼
崎
囲
長
－
－
１
コ
’
一
コ
圃
長
い
や
さ
か
い
Ｉ
や
き
か
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夫
々
そ
の
歌
の

を
砿
ひ
そ
の
味

○
砿
は
論
ふ
時
と

と
、
そ
の
雛
の

い
◎

○
少
年
圏
の
歌
に
は
、
少
年
国
ざ
し
て
の
特
異
な
色
彩
が
あ
り
香
が

あ
る
。
こ
」
に
は
過
去
十
数
年
、
わ
が
健
児
に
依
っ
て
唱
和
さ
れ
、

又
今
後
と
も
歌
は
る
く
ぎ
も
の
産
主
と
し
て
集
錐
し
た
。

○
メ
ロ
デ
ー
の
よ
い
も
の
、
健
兒
の
気
分
を
つ
く
る
に
ふ
き
は
し
い

も
の
、
日
本
緒
川
の
作
典
Ⅱ
健
児
続
耐
の
振
作
に
漆
す
べ
き
も
の

夫
々
そ
の
職
の
も
つ
特
性
が
あ
り
価
値
が
あ
る
ｏ
よ
く
そ
の
よ
き

例
へ
ぼ
「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
歌
」

の
興
の
蝋
に
な
っ
た
時
、
多
く
の
人
冬
の
合
唱
に
適
し
て
ゐ
る
。

「
た
の
し
き
野
瞥
」
は
元
來
夏
の
野
織
地
の
歌
で
あ
る
が
、
何
時

で
も
論
へ
る
歌
。
「
煙
は
ま
ふ
よ
」
は
日
本
風
の
曲
、
こ
れ
は
全

く
田
植
歌
の
調
子
で
、
拍
手
し
て
拍
子
を
ご
ろ
と
愉
快
な
歌
。

「
た
の
し
き
キ
ャ
ム
プ
」
は
野
醤
地
で
手
隙
営
の
時
な
ど
に
極
く

合
唱
す
る
に
よ
い
歌
、
醤
火
に
も
用
ひ
ら
れ
一
つ
。
－
な
ど
で
あ
る

で
行
脚
す
る
時

Ｏ

「
煙
は
ま
ふ
、
ょ

、
鯉
ら
か
に
論
は
る
べ
き
・
も
の
、
「
ヅ
ャ
ン
ポ
リ
ー
」

」
「
向
の
お
山
」
「
岩
を
ぶ
ち
は
り
」
等
は
管
火

場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
機
そ
の
空
鍼
怨
考
へ
な
い

美
を
削
り
そ
の
痴
分
世
漂
は
ナ
ン
」
と
が
川
來
な

を
潅
獅
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

、

ヂ
エ

は
大
自
然
の
間
に
歩
な
み
そ
ろ
へ

○
た
の
し
い
源
櫻
の
剛
作
と
し
て
班
氣
分
の
表
は
れ
で
あ
る
屯
の

愉
快
な
他
兄
生
湘
が
産
ん
だ
歌
な
ど
に
は
、
そ
う
し
れ
部
而
に
意

味
も
あ
り
慨
値
を
も
つ
も
の
ご
野
悴
生
派
者
の
み
が
床
ひ
得
る
特

異
な
氣
分
で
あ
る
と
云
っ
て
も
い
坐
。
よ
く
そ
の
作
意
を
知
り
そ

の
苦
心
を
汲
ん
だ
諦
聴
と
表
現
を
希
望
す
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
そ
れ
人
、
新
味
な
制
作
へ
の
進
展
を
望
ん
で
や
ま
な

い
も
の
で
あ
る
。

○
整
理
す
｝
べ
き
も
の
、
修
正
潅
妥
す
る
も
の
等
＄
あ
る
。
し
か
し
一

は
紀
念
の
偽
必
、
一
は
そ
の
史
的
価
値
を
尊
欺
し
て
、
今
は
そ
の

戎
Ｌ
採
録
し
て
鵠
く
こ
と
上
し
た
。

鰄
雑
調
汁
一
靖
繍
（
以
剛
刷
代
縢
嘉
）

繊
行
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野
田
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五
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七
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者
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年
圃

爾
岡
巾
鰯
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印
刷
所

東
晃
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印
刷
所

砺
諦
一
一
一
一
七
六
稀

脚
岡
市
妬
柵

軒

Ｉ

IZ

緬
審

静
岡
少
年
卿

補
岡
市
鰯
澗

印
刷
所

來
是
堂
印
刷
所

緬
杏
岼
寛
七
六
審

鰐
列
市
妬
澗

溌
行
考

繊
鉾
繩
野
田
屋

他
搬
五
狐
狛
霧

昭
和
九
年
四
月
什
五
Ｒ
印
刷

昭
和
九
牛
五
ｈ
』
日
發
行

（
以
印
刷
化
膿
癖
〉
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